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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月30日(2017.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送路依存指定方式又はＵＲＩ指定方式のいずれかでロケーションを指定して、アプリ
ケーションを送信し、前記アプリケーションに関するアプリケーション情報テーブルの伝
送配置情報を配置したテーブルを送信する送信部を具備する送信装置。
【請求項２】
　前記アプリケーション情報テーブルにおいて、データカルーセルの伝送路依存指定方式
又はＵＲＩ指定方式を指定する、
請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　シグナリング情報（ＤＤＭＴ、ＤＣＣＴ）の伝送配置情報を、前記テーブルでさらに指
定する、
請求項１に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記シグナリング情報として、アプリケーションを構成するファイルのディレクトリー
構造を管理するデータディレクトリー管理テーブル（ＤＤＭＴ）を含める、
請求項３に記載の送信装置。
【請求項５】
　前記シグナリング情報として、コンテンツのファイル構成、コンテンツ内の提示単位（
ＰＵ）のファイル構成、キャッシュ制御を示すデータコンテント管理テーブル（ＤＣＣＴ
）を含める、
請求項３又は４のいずれかに記載の送信装置。
【請求項６】
　前記シグナリング情報を、ＸＭＬ（ｅＸｔｅｎｓｉｂｌｅ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕ
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ａｇｅ）表記形式並びにバイナリー表記形式で表記する、
請求項３乃至５のいずれかに記載の送信装置。
【請求項７】
　前記シグナリング情報に含まれる各テーブルにおいて、ディレクトリー又はファイルに
対するノードタグを指定する、
請求項３乃至６のいずれかに記載の送信装置。
【請求項８】
　伝送路依存指定方式又はＵＲＩ指定方式のいずれかでロケーションを指定して、アプリ
ケーションを送信するステップと、
　前記アプリケーションに関するアプリケーション情報テーブルの伝送配置情報を配置し
たテーブルを送信するステップと、
を有する送信方法。
【請求項９】
　伝送路依存指定方式又はＵＲＩ指定方式のいずれかでロケーションが指定されたアプリ
ケーションと、前記アプリケーションに関するアプリケーション情報テーブルの伝送配置
情報を配置したテーブルを受信処理する受信処理部と、
　前記アプリケーションの処理を制御するアプリケーション・データ制御部と、
を具備する受信装置。
【請求項１０】
　前記アプリケーション・データ制御部は、前記テーブルに配置された前記アプリケーシ
ョン情報テーブルの伝送配置情報に基づいて前記アプリケーション情報テーブルを取得し
、前記アプリケーション情報テーブルに基づいて、ロケーション指定方式が伝送路依存指
定方式又はＵＲＩ指定方式のいずれかであるかを判定する、
請求項９に記載の受信装置。
【請求項１１】
　前記アプリケーション・データ制御部は、前記テーブルに記述されたシグナリング情報
（ＤＤＭＴ、ＤＣＣＴ）の伝送配置情報に基づいて、シグナリング情報（ＤＤＭＴ、ＤＣ
ＣＴ）を取得する、
請求項９に記載の受信装置。
【請求項１２】
　前記アプリケーション・データ制御部は、前記シグナリング情報（コンテンツのファイ
ル構成、コンテンツ内の提示単位（ＰＵ）のファイル構成、キャッシュ制御を示すデータ
コンテント管理テーブル：ＤＣＣＴ）を用いて、アプリケーションのキャッシュを制御す
る、
請求項９に記載の受信装置。
【請求項１３】
　前記アプリケーション・データ制御部は、前記シグナリング情報（ＤＣＣＴ）において
ロック対象と指定されたファイルをキャッシュメモリーにキャッシュする、
請求項１２に記載の受信装置。
【請求項１４】
　前記アプリケーション・データ制御部は、前記シグナリング情報（ＤＣＣＴ）において
アンロック対象と指定されたファイルのキャッシュを解除して前記キャッシュメモリーか
ら削除する、
請求項１３に記載の受信装置。
【請求項１５】
　前記アプリケーション・データ制御部は、前記シグナリング情報（ＤＣＣＴ）において
リンク先提示単位と指定されたファイルをキャッシュメモリーに事前キャッシュする、
請求項１２に記載の受信装置。
【請求項１６】
　伝送路依存指定方式又はＵＲＩ指定方式のいずれかでロケーションが指定されたアプリ
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ケーションと、前記アプリケーションに関するアプリケーション情報テーブルの伝送配置
情報を配置したテーブルを受信処理する受信処理ステップと、
　前記アプリケーションの処理を制御するアプリケーション・データ制御ステップと、
を有する受信方法。
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